


































































































































































　揖斐川町全体の変化をみると、2005（平成 17）年 1 月 31 日、（旧）揖斐川町、
谷汲村、春日村、久瀬村、藤橋村、坂内村の１町５村が合併したときの人口は





計特殊出生率」（15 ～ 49 歳までの女性の年齢別出生率を合計したもの）は 1.25





1-2 高齢化率は揖斐川町が 40％に、春日地域は 50％を上回る（全国平均
28.7％ 2020 年）
　高齢化率は、揖斐川町全体で 35.2％（2015 年国勢調査）で全国平均は 26.6％
であった。となりの池田町は 26.6％で、これは全国と同じ数値であった。
　揖斐川町の高齢化率は、2020 年 39.5％、2025 年 42.6％になると推計されてい





春日地域や久瀬地域、坂内地域は 2010 年時点で高齢化率 40％を大きく上回っ
ていた。2025 年ころから、高齢者の実人数が減っていくが、それ以上の割合で
生産年齢人口、年少人口が減っていくものとみられる。


















②旧春日村の人口は、4,000 人から 900 人へ
　『春日村史』上巻「地域別戸数の推移」から人口の動きをみると、戦後、引
揚者とダムや発電所の工事にたずさわる人びとが転入してきたころには 4,000
人を超えていた（戦前の人口は 2,800 人程度）。それが、現在では 900 人まで減
少している。
　1966（昭和 41）年の人口は、六合で 1,295 人、中央で 1,807 人、美束で 1,198
であった（合計 4,429 人）。中央地域が一番多く、狭い地域にたくさんの人が居
住していた。繊維関係の工場もあったと聞く。密集度が高い地域である。1960（昭
和 35）年の国勢調査では村全体で 913 世帯 4,115 人であった。
　『村史』をさらにさかのぼると、1929（昭和 4）年の人口は約 3,000 人あったが、
もともと春日村の人口基盤は、炭焼きと農業の時代に 2800 人程度であったと
判断される。
③平均世帯人数 2.22 人（2015 年）
　2015 年「国勢調査」によると、一世帯当たりの平均人数をみると、旧春日村
全体で 2.22 人であった（全国平均 2.4 人）。2020 年の国勢調査では 2.1 人程度ま















域に転出したのかをみると、岐阜市が 87 人、大垣市 68 人、大野町 57 人、池














5,207 人と 8 割を占めている。他県をみると、愛知県下が 538 人、京都府下が
152 人、大阪府下が 109 人となっている。いきなり東京圏に行くというわけで
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そのうえで、真宗門徒の無墓制の習俗は、基本的には阿弥陀信仰 ( 真宗信仰 )、
開山信仰 ( 祖師崇拝 )、民俗信仰 ( 祖先崇拝 ) の三項図式で提示することができる。
つまり、先祖を祀る墓 ( 民俗信仰 ) の代わりを各家の仏壇や手次寺の本堂〈本尊〉
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年から 2009 年度に全国で少なくとも 105 件の仏像盗難などの被害があり、同
社の調べでは 1995 年以降の 20 年間で 160 点以上が博物館などに寄託された。
記事には、博物館学芸員による次のようなコメントも紹介されていた。「盗ま
れたのは、文化を維持する地域の力がやせ細った結果でもある」。
　この記事をきっかけに筆者は、20015 年 8 月にドイツで開かれた国際学会で、
日本の過疎地域の寺院運営問題について真宗大谷派の教勢調査などをもとに報
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